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本
年
は
、
う
る
う
年
、 
北  
京 
で
は
オ
リ

ぺ 
き
ん

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
本
市
で
は
市
長

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
登
別
温
泉
開
湯　

年
を
迎
え
、
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さ
ら
に
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

さ
れ
、
多
彩
な
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

わ
た
し
の
任
期
は
、
残
す
と
こ
ろ
あ
と

５
カ
月
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
政
を
め
ぐ

る
諸
情
勢
の
変
化
へ
の
対
応
に
そ
ご
を
き

た
す
こ
と
な
く
、
行
財
政
運
営
の
万
全
を

期
す
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
の

で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
財
政
運
営

　

昨
年
６
月
、
『
地
方
公
共
団
体
の
財
政

健
全
化
に
関
す
る
法
律
』
が
制
定
さ
れ
、

地
方
自
治
体
の
長
は
毎
年
度
、
前
年
度
の

決
算
に
基
づ
き
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

な
ど
を
算
定
し
て
、
議
会
に
報
告
し
、
か

つ
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
　

月
に
は
政
令
で
財
政
状
況
の
判
断
基

12
準
、
す
な
わ
ち
財
政
の
早
期
健
全
化
基
準

や
財
政
再
生
基
準
、
公
営
企
業
の
経
営
健

全
化
基
準
が
数
値
で
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
普
通
会
計
や
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登別市長　上野　晃

登別市教育長　武田　博

特
別
会
計
だ
け
で
は
な
く
公
営
企
業
、
地

方
公
共
団
体
が
出
資
す
る
公
社
、
第
三
セ

ク
タ
ー
の
会
計
状
況
も
含
め
て
全
体
の
経

営
管
理
を
す
る
こ
と
と
、
単
年
度
フ
ロ
ー

（
※
１
）
だ
け
で
は
な
く
、
ス
ト
ッ
ク
面

（
※
２
）
に
も
配
慮
し
た
財
政
状
況
の
判

断
基
準
に
よ
っ
て
、
財
政
悪
化
を
可
能
な

限
り
早
い
段
階
で
把
握
し
、
そ
の
改
善
に

着
手
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
平
成　

年
度
決
算
か
ら
適

20

用
さ
れ
ま
す
が
、
本
市
に
つ
き
ま
し
て
は

こ
の
基
準
は
ク
リ
ア
で
き
る
見
込
み
に
あ

る
も
の
の
、
厳
し
い
財
政
見
通
し
か
ら
決

し
て
安
心
で
き
る
状
況
に
は
な
い
と
判
断

し
、
今
後
、
一
層
財
政
の
健
全
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

※
１　

単
年
度
の
お
金
の
流
れ

※
２　

資
産
や
負
債
の
状
況

◎
登
別
温
泉
開
湯　

年
・

１５０

　

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

　

登
別
温
泉
は
開
湯　

年
に
当
た
り
ま
す
。

150

登
別
観
光
協
会
を
中
心
に
、
広
く
市
民
が

参
加
で
き
る
各
種
の
記
念
事
業
を
行
い
、

国
際
観
光
都
市
登
別
の
さ
ら
な
る
発
展
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
に
北
海

道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
、
海
外
か
ら

多
く
の
関
係
者
が
訪
れ

ま
す
。
来
訪
者
が
心
地

よ
く
滞
在
し
当
地
の
魅

力
を
満
喫
で
き
る
よ
う

ま
ち
を
挙
げ
て
歓
迎
し
、

国
際
親
善
に
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。


